
図l超電導発電機の基本構造
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昭和51年の我が凶の経済は,出足は好調をノ思わせたが,しだいに中だる

みの様相を呈し,民間の設備投資も依然として低迷したままに推移した｡

このような状況下にあって,電機･制御の分野においては,技杯J革新から

テクノロジートランスファへの意識革命,評価Jた準の産業指向より社会指

向への方向転換,権限技術ないしは代替技術など,ハードウエア技術追求

の展開及び製品開発意識におけるシステム指向,多機能化の推進,機械電

機の一体化強化といった変化などに呼応して,数多くの開発を推進すると

同時に,数々の成果を挙げてきた｡

電機関係では,極限技術の一つである超電導の実用化を目指し,超う電や

発電機の1GVA実用機と50MVA試作機の概念設計放びそのコンポーネン

トの開発を進めつつある｡また,近年の引二全的二【ズである省一な源の一一環

として,省電力は一一般産業界にも広く浸透しつつあり,具体例とLて,二

のほど納入した750kWブラシレス サイリスタ モータがある｡その他に,

最近の社会的二【ズなども自己慮して,改善及び改良を進めた製品の例とし

て,汎用かご形モートルなどがある｡次に,機械電機の一イ本化及び多機能

化を具現した‾製品の例として,400W誘導電動機,新規開発の‾吋変速う電耳遠

クラッチ ブレーキ ユニ､ソト,乙訓御装置などを組みfナわせた,‾｢業ミシン

用可変通電イ滋クラ､ソナ モートルを挙げることができる｡

利子卸関係では,代替技術の適用例として,1980年代の鉄鋼川満Ij御システ

ムを日子旨す"MACCS-80”シリーズの中心となる才旨令利子卸部としてのID

盤(Intelligent Director盤)を完成した｡同様に,上下水道監視制御システ

ムとして"AQUAMAX-80‥ を開発した｡これらにきゴいては,従来の小形

リ レーや半導体論理素子のマイクロ コンピュータHIDIC 80Sへの置換や

監視盤のCRT化などを行なっている｡また,上下水道の制御装置にマイ

クロ コンピュータを使用し,従来の工業計器による日動制御をDDC(直

接計数制御)化したポンプ台数制御装置を開発した｡一方,省エネルギ【の

面で,近年の上下水道用ポンプの大形化に対応して,ポンプの準貴通運転

台数f央志方法を開発した｡また,保守管理の自動化と関連し,圧延用土商

流.電動機監視装置の実用化がなされた｡

昭和52年の技術動向を展望すると,省資源の要請の強化,代替技術の適

用の広がり,多機能化及び機械電機の一一体化製品の開発などが考‾えられ,

同時に,省エネルギー,信栢性の向上,コンパクト化,柔軟性への指向,

保守管理のシステム化及び計量化などのニーズが強まると二号えられる｡
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電動力応用
超電導発電機の開発

超電導発電機は,超電導界磁巻線を

内蔵する低温の多重円筒回転子とエア

ギャップ同定子巻線とで構成され,1/2～

2/3の重量低減と0.5～0.8%の効率向

上が図れることから二大代の大容量発電

機と期待されている｡1GVA実用機と

50MVA試作車幾の概念設計(図1に基

本構造を示す)及び二大の項目に関する

コンポーネント開発を進めている｡

(1)超電導界磁巻線の冷却と支持法

(2)極低ぎ息トルク チューブの熟収縮対<策

(3)低抵抗ダンパと高強J空サポートの

複fナ円筒ダンパ製作

(4)ヘリウム給排装置のシール機構と

信束副生

(5)ェア ギャ･ノブ固定子巻線の転位

盲去,冷却と支持法

エー･エー･ケミカノレ株式会社

千葉工場納め直流方式サイリス

タモータの完成

エー･エー･ケミカル株式会社千葉

工場納め,750kW直流.方式ブラシレス

サイリスタ モータをこのほど完成した

(図2)｡

コニ場設備としての可変速駆動装置に

おいては,高信頼性及びイ呆守の省力化

が強く要求されるようになった｡本装

置は,屋外装置のオフガス送給フアン

駆動用として使用されるもので,これ



図2 エー･エー･ケミカル株式会社

千葉工場納めオフガス送給フアン駆

動用ブラシレス サイリスタ モータ

らの要求を満足した無人の可変速連続

運転が可能なように,サイリスタ モー

タはブラシレス励磁機を用いて,完全

なブラシレス化を因っている｡

また,その他の各構成部品にも,長

期連続運転を可能にするための考慮が

随所に払ってある｡更に,サイリスタ

電子原回路及び制御装置においても伯主讃

I可路との協調を十分取り,本装置全体

の信頼性を高めている｡

､欝

エ業ミシン用可変速電磁クラッ
チ モートノレ

400Wの誘噂う電動機と,新規開発の

‾叶変速電磁クラ､ソナ プレMキ ュニッ

トて鳩休動部を構成し,これをミシン妄｢

の速度と角度の検出器,アクチュエ【

タ位びシーケンス回路で制御し,岳ひ

ん度の始動停_l_l二,定位置悼引･,日動縫

糸切断の機能のほかに,従来の親子モ

図3 400W電磁クラッチ モートル

夢†志題

ートルを用いた機械クラッチ式の【′j動

停針クラ･ソナ モートルでは不‾叶能で

あった変通運転機能を電気信号だけで

可能とし,縫針目数に同期した縫速度

制御や日動返し縫制御,プログラム利

子卸などのできる新しいI京理のクラッチ

モートルを開発製品化した(図3)｡こ

のモMトルは,縫製業界に限らず,は

く産業界の省力化,自動化に;寄与でき

るものと期待される｡)

低圧かこr形誘導電動機の性能改

善及び改良

広く産業用として使川されている低

圧二三相かご形誘導電車万機においても,

機能,特性などに加えて省エネルギー

化,無公害化などが必然的に要求され

る｡二れらに対処するために生産技術

の向上を中心に低風量?令却法の開発,

絶縁,機械的特件の強化などを検討し,

†言寿則牛を‾更に高めるとともに,メイン

テナンス フリーへの改善及び改良を進

めた｡その主なものを二大に述べる｡

(1)騒音源の根本的対策と約5dBの騒

音低i成

(2)耐水件と機械的特件の良い絶縁組

織の開発

(3)長寿命グリースの開発による保守

の簡易化

などである｡これらの基本技術は各種

用途に適した専用電動機にも広く適用

している(図4)｡
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図4 各種改良を加えた日立低圧三相かご形誘導電動機
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一般産藁用新レオナード シリー

ズ"ACY-2000”

一般産業用可変速電動機の利子卸には,

高効率,安価な点で直i充サイリスタ レ

オナード方式が広く用いられている｡

既に穐々の産業用直i充電動機の制御に

活躍している｢日立アサイクロール+

は,今回更に,機種の拡充,信根性の

向上,保守性の向上及び経済性を折

り込んだ｢日立アサイクロール2000+

(図5)として,新しいシリーズが開発

された｡

主な特長を次に述べる｡

(1)10～500kWの幅広い適用容量を持つ｡

(2)サージを確実に吸収する小形小電

力サージ アブソ【バを採用

(3)故障診断の容易な故障表il‾ミを標準

装備

(4)界イ滋電流の設定が容易な界耳遠電子元

利御ユニット

(5)50Hz,60Hz共用可能な制御方式

制御装置

MACCS-80指令制御盤

(lD盤)

1980年代の鉄鋼用制御システムとして

MACCS(Motor Application ControI

Complex System)80シリーズの開発

を行なってきたが,本シリーズ中の中

心となる指令制御部としてID(Intelli-

gent Director)盤が完成した｡ID盤
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図5 ｢日立アサイクロー

ル2000+電i原盤

は鉄鋼利子卸装置で各制御盤への制御指

令を出す部分で,従来小形リ レーや半

導体論理素子を用いて構成されていた

が,マイクロ コンピュータHIDIC O8S

を中心に再構成したもので,ニ大の特長

を持つ｡

(1)HIDIC O8S採用により､四則演

腎

旅

算,論理演算の処理が可能｡また上位

計算機とのリンケージ可能｡

(2)ビルディング プロ､ソク構成とし,

計算機部,シーケンス入出力部,位置

決めi寅算処理部,補助アナログ演算部,

補助リレー部,電源部及び端子部より

構成されている｡機能及び点数による



図7 配水ポンプ場フロー
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ビルディ ング ブロック構成｡

(3)ハードウェア的にはシリーズ寸法

に統一,前面保守構成｡盤間接続はフ

ラット ケーブル化するとともに,部訂Ⅰ

は最新の′ト形部品により高密度実装し

据付面積の軽減を図っている｡

ID盤の完成により,MACCS-80シ

リーズ化はすべて完成し,特に鉄鋼制

御専用計算機システムとして,顧客及

び用途ごとの多様な要望に対し,ハー

ドウェア システムとしては統一的なシ

リーズ制御盤の組みfナわせにて対処で

きるようになった｡
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コンパクト タイプ遠方監視制

御装置

集中遠方監視制御装置の最近の需要

は,徐々に小規模プラントへの適用が

増加している｡

そのために,小容量,小形,かつ低

価格の装置が要望されているが,今回

新たに4機種の小形機種を従来のスー

パーロール シリーズに追加し,シリー

ズの充実を図った(図6)｡

これらの機椎は次のような特長を持

っており,コンパクト シリーズとし従
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釆以外の分野にも適用が可能となった｡

(1)一一対の連絡線で多数の接点信号,

計測信号が伝送できるとともに,同じ

連絡線で同時に通話も可能である｡

(2)伝送フォーマットは高信楯度の電

気学会仕様にしてある｡

(3)主要素子は消費電力の少ないC-

MOS(Complementaly MetalOxide

Semiconductor)を採用している｡

(4)各椎設置場所に適応できる各種実

装形態を用意している｡

上下水道の制御装置

マイクロ コントローラによる

ポンプ台数朱叫御

上下水道システムの制御の高度化,

大形化に伴い,複雑になってきた制御

装置をマイクロ コントローラにより′ト

形化するとともに,従来,工業計器に

より行なってきた自動制御をより高度

に行なえるようDDC(直接計数制御)

化した制御装置を開発し,配水ポンプ

場のポンプ制御に適用した(図7)｡主

な特徴は次のとおりである｡

(1)制御内容

吐出し庄一一志制御(配水量と圧力補

正によるボン78台数制御)とポンプ最

適経済運転の実施

(2)信奉則牛向上

プロセス呈,検出器等の合理一性チェ

リク

(3)異常対策
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累積曲線
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累積曲線
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コントローラ異常時のプラントの運

転継続

(4)コンパクト化

1台のコントローラでD D Cとシー

ケンス制御の同時処理を行なうための

コンパクト化及びフレキシブル化

上下水道におけるボンフPの

準最適遷幸云台数

決定方法

近年,水需要の増大に伴い,水輸送

システムにおけるポンプも大形化し,

その経済的な運転が要請されている｡

これらのシステムでは,負荷変動を暇

収するバッファとして池がある場合が

多いため,もし負荷量が予測されれば.

池の上下限水位を割ることなく,ポン

プ台数の切手灸プ損J空や消費エネルギーの

少ない経済的な運転が可能となる｡

今回,ポンプ運転台数f央定の実用的

な方法を開発した｡

この方法は,負荷予測量と揚水量を

累積満線の形で扱うことにより,アル

ゴリズムを簡単化したもので,準最適

解を得ることができる｡

従来の方法と比べ,計算時間･記憶

容量ともに少なくて済み,ミニ コンピ

ュータで使用できる｡

各種負荷予測と組み合わせれば,ポ

ンプ運転の自動化を図ることが可能と

なる(図8)｡
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図8 ポンプ運転台数決定方法の適用例
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図9 圧延主電動機用監

視装置

圧延用主直流電動機監視装置

殻近,圧延プラント1宣1t占‾占で,プラ

ント全体の保守管理の日動化と関連し,

直流電動機でも運転′状態把握のため,

二大のような新しい監視装置が実用化さ

れている｡

(1)軸トルク及びスラストカ監視装置

軸及び軸受台に設けたスト レーン

ゲージにより,各々軸トルク及びスラ

ストカを検出し,設定値以上の値のト

ルク,あるいはスラストカの発生プ頃度

を計数表示するとともに,警報発信を

行なう｡



図I一 新Lい配電用器具

(2)整テ充火花監視装置

ブラシより発生する整流火花を電子

管により検出し,過大火花発生時に警

報を発するもの｡

匡19は,これらの監視装置を集合収

納した監視盤である｡
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昭和51年7月,予想以上の早さでプラ

ズマを発生することに成功した(固10)｡

電き原装置の概略仕様は次のとおりで

ある｡

(1)帝直磁場コイル:々)=3,850A,

lウ=1,030V(2s)

(2)トロイグル コイル:七)=10,080A,

lウ=6,000V(3s)

(3)ヘリカル コイル:々二40,000A,

lウ=460V(1s)

(4)電子充利子卸精度:1%

(5)ドリフト:2%

新しい配電用暑旨具の充実

非常用電i原に関する基準の強化と,

規制に基づき,火災時の高温に耐える

耐熱形ヒューズ フリーしゃ断器を完成

し,消防庁の認定試験に合格した｡ま

た近年,電力需要の増大に伴い,配電

方式も経済的な三相4線式が普及して

きたので,取扱性,安全性,保守性な

どの点から三相4線式電路保護器の決

定版といえる4極しゃ断器8フレーム

(50～1,200A)を完成した｡

欠相保護サーマルリレーでは,従来

の半導体方式のものに代わるバイメタ

ル式の欠相保護サーマルリレー(商

品名:日-■立2Eサーマルリレー)を

完成した｡日立2Eサーマルリ レー

は,従来の標準サーマルリレーと取

付寸法が同一であるが,性能はIEC

(国J祭電気標準規格)に準拠し,高性能

である(図11)r,
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